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第V層 (169～ 173、 175～ 177)、 第Ⅵ層 (179。 180)出土遺物
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第Ⅵ層 (181・ 183・ 185～ 189・ 199～ 201)、 第XV層 (204)出土遺物
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第XV層 (203・ 206～ 209・ 21l γ嘱)214)出土遺物
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第XV層 (216・ 217・ 221・ 223～ 227)出 土遺物
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所収遺跡
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所在地
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調査期間
調査面積
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調査原因
市町村 遺跡番号
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黎99,000 工場建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大竹西遺跡

(第 1次調査 )

墓 弥生時代前期～中期 木棺墓・土壊墓・土坑・

溝・落ち込み

弥生土器・石器

田畑 弥生時代中期中葉 水田・畦畔 (大畦畔

中畦畔・小畦畔)

弥生土器

弥生時代中期後半 流路 。溝・畦畔・堰・

杭列

弥生土器・木製品

弥生時代後期前半 水 田・溝 流路 弥生土器

集落 弥生時代後期～奈良

時代

井戸・土坑・落ち込み・

溝

弥生土器

集落 古墳時代初頭前半 (庄

内式古相)～前期後半

(布留式新相)

掘立柱建物・土坑・落

ち込み 。溝・小穴

古式上師器・石製品

(瑶珀製鏃形石製品・

管玉)・ ガラス小玉

類例の無い聴瑞製鏃

形石製品の出土

飛鳥時代前半 土坑 土師器

奈良時代 土坑 土師器 土器埋納

田畑 鎌倉時代～室町時代

初頭

溝・土坑・小穴 土師器・瓦器

田畑 室町時代～江戸 水田 (畦畔・水口) 土師器・瓦器 。国産陶

磁器

河内郡条里水田

要  約

弥生時代の前期中段階が墓域で、中期中葉から後期前半にかけて水田を中心とする生産域として利用さ

れている。古墳時代初頭前半 (庄 内式古相)か ら前期後半 (布留式新相)にかけては、連続して集落が形成

されている。飛鳥・奈良時代は土器埋納土坑がみとめられる。鎌倉時代から江戸時代にかけては、水田

を中心とする生産域として利用されている。
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